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比喩生成課題を用いた保育者養成課程学生の保育観の検討

○渋谷郁子（大阪成蹊短期大学） 川那部隆司（立命館大学）

キーワード：保育観，信念，保育者養成

問題と目的

保育の質は，保育者の子どもたちとのかかわり

方，子どもたちの学びと発達の援助の仕方によっ

て，大きく変わってくる。 （ ）

の「『保育プロセスの質』評価スケール」（秋田・

淀川（訳） ）では，保育者のかかわりを，

社会情動的発達を促す「信頼，自信，自立の構築」

「社会的，情緒的な安定・安心」の カテゴリと，

認知的発達を促す「言葉・コミュニケーションを

支え，広げる」「学びと批判的思考を支える」「学

び・言葉の発達を評価する」の カテゴリに分類

している。子どもに主体的に学び続ける姿勢を育

むためには，前半の，いわゆる養護的かかわりだ

けではなく，後半の教育的かかわりにも注目する

ことが必要だとされる。

日本の保育ではこれまでも，養護と教育の一体

化が謳われてきたが， 年の保育所保育指針，

幼稚園教育要領，幼保連携型認定こども園教育・

保育要領の改訂で，「学びに向かう力」の育成が強

調され，教育的かかわりの重要性が一層増してい

る。このような保育観は，どの程度共有されてい

るのであろうか。本研究ではこの点を明らか

にするため，秋田（ ）の比喩生成課題を

援用し，保育者養成課程学生を対象として，

その保育観・子ども観を調べた。

方 法

対象 保育者養成課程を履修する短期大学

年生 名（全て女性）。

質問紙 「良い保育」「子どもが育つというこ

と」をたとえる言葉（比喩）とその比喩の説

明を，思いつく限り記入するものである。加

えて，「年長児クラスを担当するなら，クラス

目標としてどのような言葉を採用するか」を，

理由と共に記入するよう求めた。

手続き 「発達心理学」の授業の中で，授業

内容について考察を深めるためのワークとし

て記入を求めた。研究の目的やデータ利用に

関して説明を行い，同意が得られた学生のデ

ータのみをここでの分析対象とした。

結果と考察

紙幅の関係上，ここでは「良い保育」の比

喩に関して得られた 件のみを示す。収集さ

れた比喩とその説明をみると，「養護的かかわ

り」，「子どもや保育者の成長」「保育者の試行

錯誤」「遊びの面白さ」「変化」の カテゴリ

に分類可能であった（ ）。説明の内容に基

づき，各カテゴリの中で項目を設け，細分類を行

った。最も多かったのは「養護的かかわり」であ

り，次いで「子どもや保育者の成長」「保育者の試

行錯誤」，最後に「遊びの面白さ」「変化」の順と

なっていた（χ ）。

以上より，保育者養成課程学生が考える理想的

な保育には，養護的かかわりが強く表れることが

わかった。教育的かかわりに関しては，「子どもや

保育者の成長」カテゴリに一部認められるものの，

明確に子どもの主体性や思考を引き出すといった

内容の比喩は得られなかった。発表日は，子ども

観・クラス目標に関する結果も合わせて考察する。
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カテゴリ

計(割合%)
項　目 具体例 件数

笑顔を生む ひまわり、テーマパーク 6

受容する クッション、授乳 6

温かさを与える 太陽、温かい毛布 5

幸福感を覚える 虹、星 3

距離が近い 本当の家族、コンビニ 3

安全・安心を生む 警備員、ルール 2

見守る カメラマン 1

人格が形成される パズルのピース 4

成長につながる 植物にあげる水 4

成果を生む 花が咲く 1

他者と相互作用する 三本の矢 1

探求する 迷路、実験 6

自己が反映される 鏡、カメレオン 4

娯楽的面白さがある テーマパーク、おもちゃ 3

自由がある 動物園、遊園地 2

可塑性に富む 万華鏡、宇宙 2

変動性がある 天気 1
その他

5(8.5)
没頭する、感情喚起する

など
子ども服、青春、宝物 5

合計 59

Table 1 カテゴリ別にみた比喩の具体例と件数

養護的かか

わり

26(44.1)

子どもや保

育者の成長

10(16.9)

遊びの面白

さ

5(8.5)

変化

3(5.1)

保育者の試

行錯誤

10(16.9)
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比喩生成課題を用いた教員養成課程学生の教授学習観の検討
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問題と目的

教師の熟達化に関する秋田（ ）の研究では，

経験を積んだ教師は，授業を教師と生徒が共同し

て作り上げる場であり，教師自身の学びの場であ

ると考えており，教師は児童・生徒を導き，支え

る存在であると捉えていることが示されている。

一方，大学生では教員養成課程への在籍有無に関

わらず，授業はあくまでも伝達の場であると考え

る者が多く見られた。この結果からは，教師主導

の授業観から，子ども中心の授業観へと変容する

には，一定の実践経験を要することが示唆される。

しかしながら，教育のあり方をめぐる近年の文

部科学省の方針等では，教師による一方向的な授

業ではなく，子どもを中心とした授業への転換の

必要性が説かれ，実際に多くの授業において生徒

の討論や発表の機会が取り入れられるようになっ

ている。こうした背景を踏まえると，現在の，特

に教職を志望する学生は，子どもの自律を促す機

会のある授業を経験してきており，授業や学習に

対するイメージも変化してきている可能性が高い

と推察される。そこで，本研究では，秋田（ ）

の比喩生成課題を援用し，教員養成課程学生の教

授学習観を明らかにすることを目的とした。

方 法

対象 教員養成課程を履修する大学生 名（男

子 ，女子 ，無回答 ）。平均年齢は 歳

（ ）であった。

質問紙 秋田（ ）に倣い比喩生成課題を用い

た。「良い授業」「教師が教えること」「生徒が学ぶ

ここと」をたとえる言葉（比喩）とその比喩の説

明を，思いつく限り記入するものであった。

手続き 教職課程の科目である「教育心理学」の

授業時間内に，授業内容について考察を深めるた

めのワークの中で記入を求めた。研究の目的やデ

ータ利用に関して説明を行い，同意が得られた学

生のデータのみをここでの分析対象とした。

結果と考察

紙幅の関係上，ここでは「良い授業」の比喩に

関して得られた 件のみを示す。作成された比

喩およびその説明をみると，着目された側面とし

て「授業に伴う感情」，「内容の有用性」，「生徒の

参加」，「教師役割」の 側面に分類可能であった。

各側面について，内容別に項目として細分類を行

った。解釈や分類が困難なものを除き， 件の比

喩に複数の側面，あるいは項目にまたがる内容の

も含めると計 件となり，全部で 項目となっ

た（ ）。最も多かったのは，「授業に伴う感

情」であり，次いで「内容の有用性」，最後に「生

徒の参加」，「教師役割」の順となっていた（χ

）。

項目ごとにみると，「没頭・集中できる」が最も

多く，「娯楽的面白さがある」，「記憶・印象に残る」

が次いで多かった。たとえば「映画」，「テレビ番

組」，「スポーツ観戦」，「遊び」，「お笑い」など，

児童・生徒の主体的な参加ではなく，教師の働き

かけによって実現されることを意味する記述が多

く見られた。子ども中心の授業の重要性が強調さ

れ，以前と比べるとそうした授業の経験も増えて

いるにも関わらず，「良い授業」として想起される

のが教師主導型の授業であることは興味深い。ま

た，「生徒の参加」に関する記述であっても，あく

までも教師と児童・生徒とのやりとりを意味して

おり，児童・生徒同士の協同的な学習については

ほとんど言及されていなかった。

引用文献
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側面
計（割合%）

項目 件数

授業に伴う感情 没頭・集中できる 36
88（60.3） 娯楽的面白さがある 17

記憶・印象に残る 16
幸福感や満足感が得られる 8
動機づけが高まる 7
次の授業が待ち遠しくなる 4

内容の有用性 成長・役立ちがある 17
34（23.3） 知識獲得・問題解決ができる 9

新規性がある 4
内容が充実している 4

児童・生徒の参加 生徒が参加できる 8
17（11.6） 双方向的なやりとりがある 8

クラスの一体感がある 1
教師役割 教師の導きがある 5

7（4.8） 構造化されている 2
合計 146

Table1 各項目に分類された比喩件数
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